
誰もが輝く
「インクルーシブなスポーツ体験」

寒川ロータリークラブさ



５０周年を迎え
寒川ロータリークラブは２０２３年５月２５日に創立５０周年を迎えるにあたり
テーマを会員から募り、「子供たちと寒川の未来をつなごう～さらに先の５０年へ」と
決めました。
前年度に立ち上げた長期ビジョン検討委員会で、ロータリー五大奉仕である「社会奉仕」
「青少年奉仕」の観点から、寒川町の地域性・人口推移などを調べました。

●子育て世代(３０代～４０代)・１５歳未満(年少人口)が、寒川町目標人口を
 0.8％上回っている
●町内にはオリンピック出場選手、障害スポーツコーチなどの人材がおり、

 スポーツ団体も活発に活動している
●新型コロナウイルスのパンデミックにより、社会全体に長期的な心身の疲弊や生活

 様式の変化が見られる
 以上を基にクラブフォーラム、各スポーツ団体・個人による卓話を何度も実施し
 

「インクルーシブなスポーツ体験」イベントを企画しました。



インクルーシブ(inclusive)とは
英語では「包括的な」「すべてを包み込むような」という意味

インクルーシブはエクスクルーシブ(排除的)の反対の意味で、SDGｓの目標「誰一人取り

残さない leave no one behind]でも使用されており、様々な背景を持つあらゆる人が

排除されずに一緒に住める社会というと、イメージがつきやすいと思います



インクルーシブなスポーツ体験とは

年齢、性別、障害の有無、国籍、運動能力の違いに関係なく、誰もが同じ空間で平等に
参加し、一緒に楽しめるスポーツ体験

特徴と目的

・共生社会の実現：お互いの個性を認め合い、支えあえる関係をスポーツを通じてつくる

・ルールの工夫：誰もが参加できるよう、道具やルールを柔軟に変更して競い合う

・垣根のない交流：健常者と障害者、子どもから高齢者までが一緒に汗を流し、笑顔を

 共有します



地区補助金プロジェクト
に申請



「第1回インクルーシブなスポーツ体験」
地区補助金プロジェクトに申請

• 開催日時：２０２４年１１月３０日(土) １０：００～１４：００
 開催場所：シンコースポーツ寒川アリーナ メインアリーナ

• 体験スポーツ：ボッチャ・ブラインドサッカー・サウンドテーブルテニス・車いすフェンシング・ストラックアウト
  かけっこ力UP・ストライダー ７種目

• 約２００名の子供たちが参加(保護者 約１００名)
• スタンプラリーで子供たちにお菓子を配布
• ロータリー会員は受付、各体験スポーツの受付・補助
• 総額は約７４０，０００円(地区補助金約５０５，０００円、クラブ拠出金約２３５，０００円)



第１回インクルーシブなスポーツ体験



第１回インクルーシブなスポーツ体験



第１回インクルーシブなスポーツ体験



「第２回インクルーシブなスポーツ体験」

• 開催日時：２０２６年５月１６日(土) １０：００～１４：００
 開催場所：シンコースポーツ寒川アリーナ メインアリーナ

• 体験スポーツ：ボッチャ・サウンドテーブルテニス・車いす射撃・車いすフェンシング・ストラックアウト
  かけっこ力UP・スナッグゴルフ・３×３バスケット ８種目

• 約２００名の子供たちが参加(保護者 約１００名)
• スタンプラリーで子供たちにお菓子を配布
• ロータリー会員は受付、各体験スポーツの受付・補助
• 総額は約４００，０００円



第２回インクルーシブなスポーツ体験



第２回インクルーシブなスポーツ体験動画



インクルーシブなスポーツ体験によるインパクト
参加当事者へのインパクト
●「出来た！」という成功体験と自己肯定感の向上  ●身体機能の維持・向上と健康増進
●社会参加と外出へのモチベーションUP  ●心理的安全性の確保とコミュニケーション力の向上

地域社会へもたらすインパクト：事業の継続により期待される効果
●町・教育委員会･社会福祉協議会・特別支援学校・スポーツ団体・他クラブ他地区などとの
 連携による地域の活性化と一体感
●障がいのある人もない人も安心して暮らせる「日常」の創出
●企業・事業所などと繋がることによる多様性促進と成長



今後に向けて
･残された3回の実施については、障害のある方の参加をさらに

増やすために、当事者や支援団体との連携や、ミニ講演会・

ミニ交流会の実施などを通して「ロータリーの事業だから安心

して参加できる」と言ってもらえるような実績を重ねていく

・５か年計画完遂に向けて、他RC・他団体との共催を検討

するとともに、最終的には実施母体を行政へ移管することも

検討していく

・次(３年後)の目標として更なる社会奉仕・青少年奉仕

事業を模索する



ご清聴ありがとうございました

寒川ロータリークラブ 
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